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Abstract 
This paper is written regarding the fact that the present writers loaded concentrically by use 
of a Amsler type compression tester on the centre of some models (span length， about 1士80cm) of 
the deck Warren truss bridge and the through one， and that they measured the stress and the 
deftection within the limits of backling or elastic failure of the models， and explained the inJlucences 




種類，ボーjレト締め結合 1種類， りペット結合 1穂類，支間 l=80 cm. 百さ h=13.83 cm)と
第2図のような上路式のワ{レン・トラス橋の模型2程類(溶接結合1種類，ピン結合1種類，








第 1図の通りラ 5積類の模型すなわち，溶接結合その 1(部材の断面を縦{て用いたもの，上
下弦材共 0.6cmX l.8 cm 1枚， ~=直材，斜材共 0.3 cmX l.8 cm 1枚使用する。 (a)関参照)， l容援
結合その 2 (部材の断面を平に用いたもの，上下弦村共 18cmXO.6cm1枚，垂直材，斜材共
l.8 cmXO.3 cm 1枚使用する。 (b)図参照)ラピン結合(部材を 2枚合せにしたものラ上下弦材共






共0.6cmx1.8cm1枚，垂直村，斜材共 0.3cmX l.8 cm 1枚使用する。ピスナット径 3mm，
(d)図参照)，リペット結合(ガセットプレートを当てて一つの接合に 2本ずつのりペットを使用
する。上下弦材共 0.6cmX l.8 cm 1枚ラ垂直材，斜材共0.3cmX l.8 cm 1枚使用し，リペット
径3mmとする)などの模型を構造用平鋼を用いて本学土木工学教室の手で製作した。
B. 上路式ワーレン・トラス橋の模型
第2図の通り， 2種類の模型すなわち，溶接結合(上下弦材共，箱形断面0.6cm X 4.2 cm 
2枚， 0.6 cm X 2.2 cm 2枚使用，垂直材，斜材共0.6cmX 2.2 cm 1枚使用， (a)， (b)， (c)図参照)
とピン結合(上下弦材共箱形断面0.6cm X 4.2 cm 2枚， 0.6 cmX 2.2 cm 2枚使用，垂直材，斜材




i. Strain Gage 
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i. Strain Gage 
K-19-1， Gage Length 3 mm， Gage Resist. 120.0土0.3S2， Gage Factor 2.09土1.5%
以上の条件を持った StrainGageを二つの各模型について上下弦材では一部材につき 8枚
ずつ，JIT~直材ラ斜材では一部につき 4 枚ずつ計 76 枚使用した。
i. Strain Meter 
SM-4J抵抗線歪測定器を使用する。
ii. スイッチボックス












b) グーi/Iζターミナlレおよびリード線を接続する。 このリ{ド線を 24点スイッチボッ
クス [ζ接続し，タミ{グ~ì/ Iζ は実験を行なわない模型のグ{ジを使用する。
c) 初平衛調整を行なう。スイッチボックスの Ap A2…Anを順次スイッチ 1，2， 3…nと
切換えて一点毎iζ調整する。先ず A1の初調整を例として記述すると，スイッチボックスのス
イッチを 1Iとする。インジケーターのダイアJレを 01とし， Range 500 Iとして Sen.Min.から少
し右iζ廻わすとメーターが振れるからスイッチボックスの A1 の例にある平衡調整ネジをドラ
イパーで静かに廻し，メ戸ター Oになるようにし，Max.でOになるようにする。この時 Rang巴
500で振れ過ぎる場合は， Range 1500， 5000， 15000などの感度の低い処で 01こして順次感度を




a). 集中荷重は， 20 tのアムスラー式圧縮試験機によって下弦材の中央点にかける。






b). グージ[こターミナJレおよびリ{ド線を接続する。 このリード線を 24点スイッチボッ




























































路 l模型 3(ピ ン))2XO.30X1.80! 1 I 11 ，2XO.30x1.801 1 I 1 1 0.30x1.80 ! 11 I 
式 l模型 4(ボーノレ卜) I 0.60 x 1.80 i 1 I 1 I 0.60 x 1.80 i 1 I 1 I 0.30 x 1.80 I 1 I 
|模型 5(リベット) I 0.60x 1.80 1 1 I 1 I 0.60x 1.80 1 I " I 0.30x 1.801" I 
kf fm「;li::rililt17
工24l-ぐFHlfO柏戸
i模型 1(溶接 No.1) 1 0.30 X 1.80 1 0.54117.0681 O.β以1.加 H工80117.067
下 i模型 2(溶接 No.2)1 1.80xOぬ "1 "川.80>仰い 1
路|模型 3(ピ ン)I 0.30 x 1.80 I 1 I 1 ロx0.30 x 1.801 1 1 
引模型 4(ボールト)I 0.30x 1.80 I / I 1 仏βOx1加い I 1 
上|模型 6(溶 接)i 10.60 x 2.20 11.32[ 22.381 
路 I 1 
式|模型 7(ピ ンオI0.60x2.20 I 1 I 1 I | 
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さい 0-150kgの範囲では実験値の方が遥かに小さくなっているようであり， また荷重 150-
400kgの範囲では，実験値が段々と理論値に接近する傾向にあった。




















































































D1について，両端鮫結合単一材 iこ関する Tetmejer氏および].B. Johnson氏の公式を用いて
座屈応力度引を計算すると，模型材料の弾性限度 3.74t/cm2を用い，dk=4.2 t/cm2を得た。こ
れよりトラス中央点の戟砧座屈荷重 Pk を求めるとう Pk=8.92tとなり， 実験における破壊荷











引張降伏点応力度平均約 2，920kg/cm2 引張破壊応力度平均約 4，480kg/cm2 
圧縮降伏)，¥¥応力度平均約 3，740kg/cm2 圧縮破壊応力度平均約8，150kg/cm2 
(142) 
ワーレン・トラス橋の模型実験について



















これに対し，破壊時における応力度の特に大きな部材を 2，3あげれば，ピン結合では， L3' 
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